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【手続補正書】
【提出日】平成21年3月11日(2009.3.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（１）第１の制御信号が供給される、行方向に延びる複数の主走査線、
　（２）第２の制御信号が供給される、行方向に延びる複数の副走査線、
　（３）映像信号が供給される、列方向に延びる複数の信号線、及び、
　（４）画素回路、
を備えており、
　画素回路は、ドライブトランジスタ、サンプリングトランジスタ、第１スイッチングト
ランジスタ、第２スイッチングトランジスタ、第３スイッチングトランジスタ、画素容量
、及び、発光素子から構成されており、
　ドライブトランジスタにおいては、
　（Ａ－１）一方のソース／ドレインは、第３スイッチングトランジスタの他方のソース
／ドレインに接続されており、
　（Ａ－２）他方のソース／ドレインは、第２スイッチングトランジスタの他方のソース
／ドレインと、発光素子のアノードと、画素容量の一端とに接続されており、
　（Ａ－３）ゲートは、サンプリングトランジスタの他方のソース／ドレインと、第１ス
イッチングトランジスタの他方のソース／ドレインと、画素容量の他端とに接続されてお
り、
　サンプリングトランジスタにおいては、
　（Ｂ－１）一方のソース／ドレインは、信号線に接続されており、
　（Ｂ－２）ゲートは、主走査線に接続されており、
　第１スイッチングトランジスタにおいては、
　（Ｃ－１）一方のソース／ドレインは、第１基準電位に接続され、
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　第２スイッチングトランジスタにおいては、
　（Ｄ－１）一方のソース／ドレインは、第２基準電位に接続され、
　第３スイッチングトランジスタにおいては、
　（Ｅ－１）一方のソース／ドレインは、電源電位に接続され、
　（Ｅ－２）ゲートは、副走査線に接続されており、
　第１の制御信号、第２の制御信号、及び、映像信号に基づいて画素回路が順次行毎に走
査される画像表示装置であって、
　或る行に属する画素回路において、
　第１スイッチングトランジスタのゲート及び第２スイッチングトランジスタのゲートの
内の１つは、或る行とは異なる別の行に属する主走査線に接続されている画像表示装置。
【請求項２】
　表示装置は、更に、第３の制御信号が供給される、行方向に延びる複数の補正用走査線
を備えており、
　第１スイッチングトランジスタのゲート及び第２スイッチングトランジスタのゲートの
内の残りの１つは、補正用走査線に接続されている請求項１に記載の画像表示装置。
【請求項３】
　第１スイッチングトランジスタのゲートは、別の行に属する主走査線に接続されており
、
　第２スイッチングトランジスタのゲートは、補正用走査線に接続されている請求項２に
記載の画像表示装置。
【請求項４】
　別の行が走査される順番は或る行が走査される順番よりも早く設定されている請求項１
乃至請求項３のいずれか１項に記載の画像表示装置。
【請求項５】
　別の行が走査される順番は或る行が走査される順番より１つ早く設定されている請求項
４に記載の画像表示装置。
【請求項６】
　第１スイッチングトランジスタのゲートは、別の行に属する主走査線に接続されており
、
　第２スイッチングトランジスタのゲートは、或る行及び別の行とは異なる行に属する主
走査線に接続されている請求項１に記載の画像表示装置。
【請求項７】
　別の行が走査される順番は或る行が走査される順番よりも早く設定されており、或る行
及び別の行とは異なる行が走査される順番は別の行が走査される順番よりも早く設定され
ている請求項６に記載の画像表示装置。
【請求項８】
　別の行が走査される順番は或る行が走査される順番より１つ早く設定されており、或る
行及び別の行とは異なる行が走査される順番は別の行が走査される順番より１つ早く設定
されている請求項７に記載の画像表示装置。
【請求項９】
　（１）第１の制御信号が供給される、行方向に延びる複数の主走査線、
　（２）第２の制御信号が供給される、行方向に延びる複数の副走査線、
　（３）映像信号が供給される、列方向に延びる複数の信号線、及び、
　（４）画素回路、
を備えており、
　画素回路は、ドライブトランジスタ、サンプリングトランジスタ、第１スイッチングト
ランジスタ、第２スイッチングトランジスタ、第３スイッチングトランジスタ、画素容量
、及び、発光素子から構成されており、
　ドライブトランジスタにおいては、
　（Ａ－１）一方のソース／ドレインは、第３スイッチングトランジスタの他方のソース
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／ドレインに接続されており、
　（Ａ－２）他方のソース／ドレインは、第２スイッチングトランジスタの他方のソース
／ドレインと、発光素子のアノードと、画素容量の一端とに接続されており、
　（Ａ－３）ゲートは、サンプリングトランジスタの他方のソース／ドレインと、第１ス
イッチングトランジスタの他方のソース／ドレインと、画素容量の他端とに接続されてお
り、
　サンプリングトランジスタにおいては、
　（Ｂ－１）一方のソース／ドレインは、信号線に接続されており、
　（Ｂ－２）ゲートは、主走査線に接続されており、
　第１スイッチングトランジスタにおいては、
　（Ｃ－１）一方のソース／ドレインは、第１基準電位に接続され、
　第２スイッチングトランジスタにおいては、
　（Ｄ－１）一方のソース／ドレインは、第２基準電位に接続され、
　第３スイッチングトランジスタにおいては、
　（Ｅ－１）一方のソース／ドレインは、電源電位に接続され、
　（Ｅ－２）ゲートは、副走査線に接続されており、
　第１の制御信号、第２の制御信号、及び、映像信号に基づいて画素回路を順次行毎に走
査する画像表示装置の駆動方法であって、
　或る行に属する画素回路において、
　（ａ）第２スイッチングトランジスタをオン状態としてドライブトランジスタの他方の
ソース／ドレインと発光素子のアノードと画素容量の一端とを第２基準電位に接続し、第
１スイッチングトランジスタをオン状態としてドライブトランジスタのゲートと画素容量
の他端とを第１基準電位に接続し、以て、ドライブトランジスタのゲートと他方のソース
／ドレインとの間の電位差がドライブトランジスタの閾電圧を超え、且つ、発光素子のア
ノードとカソードとの間の電位差が発光素子の閾電圧を超えないように、ドライブトラン
ジスタのゲートと他方のソース／ドレインの電位を設定し、次いで、
　（ｂ）第２スイッチングトランジスタをオフ状態とし、第１スイッチングトランジスタ
を介してドライブトランジスタのゲートと画素容量の他端とを第１基準電位に接続した状
態で、第３スイッチングトランジスタをオン状態とし、以て、ドライブトランジスタの閾
電圧に相当する電圧を画素容量に保持し、その後、
　（ｃ）第１スイッチングトランジスタをオフ状態とし、第３スイッチングトランジスタ
をオフ状態とし、次いで、
　（ｄ）サンプリングトランジスタをオン状態とし、以て、信号線からの映像信号をドラ
イブトランジスタのゲートと画素容量の他端とに印加し、その後、
　（ｅ）サンプリングトランジスタをオフ状態とし、オン状態とされた第３スイッチング
トランジスタ、及び、ドライブトランジスタを介して、ドライブトランジスタのゲート／
ソース間電圧の値に応じたドレイン電流を発光素子に流す、
工程を行うと共に、
　第１スイッチングトランジスタのゲートに、或る行とは異なる別の行であって或る行よ
りも走査する順番が早い行に属する主走査線に供給される第１の制御信号と同じ信号を印
加し、以て、第１スイッチングトランジスタのオン状態とオフ状態を制御する画像表示装
置の駆動方法。
【請求項１０】
　表示装置は、更に、第３の制御信号が供給される、行方向に延びる複数の補正用走査線
を備えており、
　第２スイッチングトランジスタのゲートに、補正用走査線を介して第３の制御信号を印
加し、以て、第２スイッチングトランジスタのオン状態とオフ状態を制御する請求項９に
記載の画像表示装置の駆動方法。
【請求項１１】
　別の行を走査する順番は或る行を走査する順番より１つ早く設定されている請求項１０
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に記載の画像表示装置の駆動方法。
【請求項１２】
　前記工程（ｄ）を行う期間の始期と終期との間に、第３スイッチングトランジスタをオ
フ状態からオン状態とする請求項９乃至請求項１１のいずれか１項に記載の画像表示装置
の駆動方法。
【請求項１３】
　第２スイッチングトランジスタのゲートに、或る行及び別の行とは異なる行であって別
の行よりも走査する順番が早い行に属する主走査線に供給される第１の制御信号と同じ信
号を印加し、以て、第２スイッチングトランジスタのオン状態とオフ状態を制御する請求
項９に記載の画像表示装置の駆動方法。
【請求項１４】
　別の行を走査する順番は或る行を走査する順番よりも早く設定されており、或る行及び
別の行とは異なる行を走査する順番は別の行を走査する順番よりも早く設定されている請
求項１３に記載の画像表示装置の駆動方法。
【請求項１５】
　別の行を走査する順番は或る行を走査する順番より１つ早く設定されており、或る行及
び別の行とは異なる行を走査する順番は別の行を走査する順番より１つ早く設定されてい
る請求項１４に記載の画像表示装置の駆動方法。
【請求項１６】
　前記工程（ｄ）を行う期間の始期と終期との間に、第３スイッチングトランジスタをオ
フ状態からオン状態とする請求項１３乃至請求項１５のいずれか１項に記載の画像表示装
置の駆動方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】画像表示装置、及び、画像表示装置の駆動方法
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　当該フィールドが始まる前のタイミングＴ０で、全ての制御信号ＷＳ，ＡＺ１，ＡＺ２
，ＤＳがローレベルにある。したがってＮチャネル型のトランジスタＴｒ１，Ｔｒ２，Ｔ
ｒ３はオフ状態にある一方、Ｐチャネル型のトランジスタＴｒ４のみオン状態である。し
たがってドライブトランジスタＴｒｄはオン状態のトランジスタＴｒ４を介して電源Ｖｃ
ｃに接続しているので、所定の入力電圧Ｖｇｓに応じて出力電流Ｉｄｓを発光素子ＥＬに
供給している。したがってタイミングＴ０で発光素子ＥＬは発光している。この時ドライ
ブトランジスタＴｒｄに印加される入力電圧Ｖｇｓは、ゲート電位（Ｇ）とソース電位（
Ｓ）の差で表される。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
　しかしながら上述した先行開発例にかかる画素回路は、４種類のトランジスタＴｒ１，
Ｔｒ２，Ｔｒ３及びＴｒ４をそれぞれ最適なタイミングで動作制御するため、行単位で４
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種類の走査線（ゲートライン）ＷＳ，ＤＳ，ＡＺ１，ＡＺ２を配していた。このため、電
源ラインや信号線ラインとのクロスオーバーが増加してしまう。これは歩留りを低下させ
る原因になる。さらにレイアウト的に高精細化が困難になる。そこで本発明は、走査線の
兼用化を図り以って行当りに必要なゲートラインの本数を削減することを目的とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
　図５は、本発明にかかる表示装置の第１実施形態を示す模式的なブロック図である。理
解を容易にするため、図１に示した先行開発例にかかる画像表示装置と対応する部分には
対応する参照番号を付してある。図１の先行開発例と図５の第１実施形態を比較すれば明
らかなように、本実施形態は行当りの走査線がＷＳ，ＤＳ及びＡＺの３本となっており、
先行開発例に比べ１本少ない。これと対応して、周辺のスキャナ部も、主走査線ＷＳを制
御するライトスキャナ４と、副走査線ＤＳを制御するドライブスキャナ５と、１本の補正
用走査線ＡＺを制御する補正用スキャナ７とで構成されている。先行開発例では２本あっ
た補正用走査線ＡＺ１及びＡＺ２の少なくとも一方を主走査線ＷＳで兼用化を図ることで
、補正用走査線をＡＺの１本にすることが出来る。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
　図６は、図５に示した第１実施形態に含まれる画素回路の構成を示す回路図である。説
明の都合上、画素アレイ部に、当該行（自段）ｎに属する画素回路２ｎと、一段前の行（
前段）ｎ－１に属する画素回路２ｎ－１を上下に並べて描いてある。説明の対象となる当
該段（自段）の画素回路２ｎは、サンプリングトランジスタＴｒ１と、ドライブトランジ
スタＴｒｄと、第１スイッチングトランジスタＴｒ２と、第２スイッチングトランジスタ
Ｔｒ３と、第３スイッチングトランジスタＴｒ４と、画素容量Ｃｓと、有機ＥＬデバイス
などの発光素子ＥＬとを含む。サンプリングトランジスタＴｒ１は、所定のサンプリング
期間に主走査線ＷＳｎから供給される（第１の）制御信号ＷＳｎに応じ導通して信号線Ｓ
Ｌから供給された映像信号の信号電位を画素容量Ｃｓにサンプリングする。画素容量Ｃｓ
は、サンプリングされた映像信号の信号電位に応じてドライブトランジスタＴｒｄのゲー
トＧに入力電圧Ｖｇｓを印加する。ドライブトランジスタＴｒｄは、入力電圧Ｖｇｓに応
じた出力電流Ｉｄｓを発光素子ＥＬに供給する。発光素子ＥＬは、所定の発光期間中ドラ
イブトランジスタＴｒｄから供給される出力電流Ｉｄｓにより映像信号の信号電位に応じ
た輝度で発光する。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
　第１スイッチングトランジスタＴｒ２は、サンプリング期間に先立ちライトスキャナ４
から供給される（第１の）制御信号ＷＳｎ－１に応じ導通してドライブトランジスタＴｒ
ｄのゲートＧを第１基準電位Ｖｓｓ１に設定する。第２スイッチングトランジスタＴｒ３
は、同じくサンプリング期間に先立ち補正用スキャナ７から供給される（第３の）制御信
号ＡＺｎに応じ導通してドライブトランジスタＴｒｄのソースＳを第２基準電位Ｖｓｓ２
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に設定する。第３スイッチングトランジスタＴｒ４は、同じくサンプリング期間に先立ち
副走査線ＤＳｎから供給される（第２の）制御信号ＤＳｎに応じ導通してドライブトラン
ジスタＴｒｄを電源電位Ｖｃｃに接続し、以ってドライブトランジスタＴｒｄの閾電圧Ｖ
ｔｈに相当する電圧を画素容量Ｃｓに保持させて閾電圧Ｖｔｈの影響を補正すると共に、
発光期間に再び副走査線ＤＳｎから供給される（第２の）制御信号ＤＳｎに応じ導通して
ドライブトランジスタＴｒｄを電源電位Ｖｃｃに接続して出力電流Ｉｄｓを発光素子ＥＬ
に流す。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
　本発明の特徴事項として、第１スイッチングトランジスタＴｒ２及び第２スイッチング
トランジスタＴｒ３の内の１つは、当該行ｎよりも前の行もしくは後の行に属する主走査
線ＷＳを介してライトスキャナ４から制御信号ＷＳを受け入れて動作し、以って第１スイ
ッチングトランジスタＴｒ２及び第２スイッチングトランジスタＴｒ３の内の１つに配す
べき走査線を主走査線ＷＳで兼用している。特に本実施形態では、第１スイッチングトラ
ンジスタＴｒ２が当該行ｎから１行前の行ｎ－１に属する主走査線ＷＳｎ－１を介してラ
イトスキャナ４から制御信号ＷＳｎ－１を受け入れて動作する。一方第２スイッチングト
ランジスタＴｒ３は当該行の補正用走査線ＡＺｎを介して補正用スキャナ７から制御信号
ＡＺｎを受け入れて通常のように動作している。この様に本実施形態では当該行に先行す
る前段側からサンプリング用の制御信号ＷＳを取り込んでスイッチングトランジスタを制
御している。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４８】
　そこで本発明では出力電流を入力電圧側に負帰還させる事で移動度のばらつきをキャン
セルしている。トランジスタ特性式から明らかなように、移動度が大きいとドレイン電流
Ｉｄｓが大きくなる。したがって負帰還量ΔＶは移動度が大きいほど大きくなる。図１３
のグラフに示すように、移動度μの大きな画素１の負帰還量ΔＶ１は移動度の小さな画素
２の負帰還量ΔＶ２に比べて大きい。したがって、移動度μが大きいほど負帰還が大きく
かかる事となって、ばらつきを抑制する事が可能である。図示するように、移動度μの大
きな画素１でΔＶ１の補正をかけると、出力電流はＩｄｓ１´からＩｄｓ１まで大きく下
降する。一方移動度μの小さな画素２の補正量ΔＶ２は小さいので、出力電流Ｉｄｓ２´
はＩｄｓ２までそれ程大きく下降しない。結果的に、Ｉｄｓ１とＩｄｓ２は略等しくなり
、移動度のばらつきがキャンセルされる。この移動度のばらつきのキャンセルは黒レベル
から白レベルまでＶｓｉｇの全範囲で行われるので、画面のユニフォーミティは極めて高
くなる。以上をまとめると、移動度の異なる画素１と２があった場合、移動度の大きい画
素１の補正量ΔＶ１は移動度の小さい画素２の補正量ΔＶ２に対して大きくなる。つまり
移動度が大きいほどΔＶが大きくＩｄｓの減少値は大きくなる。これにより移動度の異な
る画素電流値は均一化され、移動度のばらつきを補正する事ができる。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５２
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００５２】
　図１５は、式５をグラフ化した図であり、縦軸に出力電流Ｉｄｓを取り、横軸に映像信
号Ｖｓｉｇを取ってある。パラメータとして移動度補正期間ｔ＝０ｕｓ、２．５ｕｓ及び
５ｕｓの場合を設定している。さらに、移動度μもパラメータとして比較的大きい場合１
．２μと比較的小さい場合０．８μをパラメータにとってある。ｔ＝０ｕｓとして実質的
に移動度補正をかけない場合に比べ、ｔ＝２．５ｕｓでは移動度ばらつきに対する補正が
十分にかかっていることがわかる。移動度補正なしではＩｄｓに４０％のばらつきがあっ
たものが、移動度補正をかけると１０％以下に抑えられる。但しｔ＝５ｕｓとして補正期
間を長くすると逆に移動度μの違いによる出力電流Ｉｄｓのばらつきが大きくなってしま
う。この様に、適切な移動度補正を掛けるために、ｔは最適な値に設定する必要がある。
図１５に示したグラフの場合、最適値はｔ＝２．５ｕｓの近辺である。
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